
令和６年度第２回八幡浜市地域公共交通会議 

令和６年１１月２２日（金）１５：００～ 

八幡浜庁舎 ５階 大会議室 

 

次   第 

 

１．開会あいさつ 

主催者（八幡浜市長 大城 一郎） 

 

２．協議事項 

令和６年度事業進捗報告及び令和７年度事業 

①おでかけアドバイザー養成プロジェクト 

②市街地のバス路線再編、停留所・公共交通総合案内版等の整備事業 

③その他の取り組み 

 

３．閉会 



 

 

令和６年度第２回 

八幡浜市地域公共交通会議 

 

会議資料 
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協議事項令和６年度事業進捗報告及び令和７年度事業 

 

①おでかけアドバイザー養成プロジェクト 

・事業 9：公共交通を身近に感じられる機会づくりを推進 

 

◎令和 6年度事業進捗報告 

１．公募型プロポーザル審査結果 

【業務名】八幡浜市おでかけアドバイザー養成プロジェクト支援業務 

【参加事業者数】１者 

【選定事業者】株式会社バイタルリード四国営業所 

【選定事業者の評価点】３７２点（満点５００点） ※得点率約 75％ 

【委託期間】令和６年８月２６日 から 令和７年２月２０日まで 

【業務委託料】７，７８８千円 ※令和６年度共創・MaaS実証プロジェクト 補助対象 

【業務内容】 

・キックオフイベント開催支援 

・おでかけアドバイザー養成勉強会実施支援 

・活動報告会開催支援 

・業務報告書作成、打合せ協議          等 

 

 

２．ロゴマーク 
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３．キックオフイベントについて 

・令和６年１０月１１日（金）１４時～１６時（予備日）   会場：市役所八幡浜庁舎 

・令和６年１０月１２日（土）１０時～１２時           会場：市民スポーツセンター 

 

【参加者数】合計５２人（１１日：１７人、１２日：３６人） 

地域住民 ２０人（内、交通会議委員２人） 

民間事業者・団体 １１人（内、交通事業者３人） 

行政・社協・議員 ２２人 

※八西 CATVで放送、愛媛新聞の記事掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【内容】 

・講話「公共交通利活用私ができること、誰かのためにできること」 

弘前大学 客員研究員・モビリティプロモーション代表  大野 悠貴 氏 

・ワークショップ「八幡浜市の公共交通を疑似体験してみよう！」 

・交通会議やセミナーの趣旨説明、おでかけアドバイザー養成講座のご案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市公式 YouTubeで公開 

 
https://youtu.be/qpxn--XLBQ4 
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【アンケート結果】 

   

   

回答者数：51名 回答者数：51名 

回答者数：50名 

回答者数：50名 
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4．おでかけアドバイザー養成講座について 

 

【参加者数】 

令和 6年 11月 21日時点 15名のお申込み 

地域住民 5人（内、交通会議委員 1人） 

民間事業者・団体 3人 

行政・社協 7人（内、交通会議委員 1人） 

 

【講座の予定】 

 

・やむを得ず欠席する場合は、後日公開する動画視聴にて対応。 

・講座内の乗車体験にかかる参加者の交通費は、交通会議で負担する。 
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【第 1回養成講座】タイムスケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 間 内 容 

13：30 
イントロダクション・自己紹介 

座学：八幡浜市の公共交通を確認しよう 

14：10 乗合タクシー電話予約体験 

14：47 バス乗車体験【八幡浜市役所→八幡浜駅】 

15：00 鉄道乗車体験【八幡浜駅→双岩駅】 

16：00 乗合タクシー疑似乗車体験【双岩地区公民館→八幡浜市役所】 

16：30 ふりかえりミニワークショップ 

17：00 終了 

 

座学 

 

乗合タクシー 
予約体験 

 

バス 

 

 

鉄道 
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乗合タクシー（タクシー） 

ふりかえり 
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◎令和７年度事業について 

１．おでかけアドバイザーの制度化 

・交通会議における要綱の制定 

→八幡浜市おでかけアドバイザー制度実施要綱（案） 資料 p8～9 

→制度の趣旨や認定、任期を明記 

例：第１期おでかけアドバイザーの場合 

令和７年１月の講座受講後、認定申請書（資料 p10）を提出 

→令和７年２月の活動報告会で「おでかけアドバイザー」認定 

→以降、各自アドバイザーとして公共交通を利活用 

※アドバイザーから辞退の申し出が無い限り、任期の定めは無し。 

※アドバイザーとして相応しくない行為があった場合や、事務局と連絡

が取れない場合は認定取り消し。 

→交通会議で承認の場合、令和６年１１月２２日付で制定 

 

2．おでかけアドバイザー支援メニューの整備 

・第２期おでかけアドバイザー養成講座、おでかけ企画や勉強会の開催 

→講師謝礼・旅費の予算要求 

・おでかけアドバイザーによる企画の実施支援 

→おでかけ企画参加者交通費補助制度（案） 

→おでかけアドバイザー本人と参加者の企画内の交通費を補助 

→おでかけ企画の実施回数増→外出支援や公共交通の利用促進 

→概算で予算を要求し、第１期おでかけアドバイザーの意見を聞きながら 

制度設計 

→事務局によるおでかけ企画の助言や企画書作成サポート 
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八幡浜市おでかけアドバイザー制度実施要綱（案） 

令 和 ６ 年 ○ 月 ○ ○ 日 

制 定 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、八幡浜市のおでかけ環境の再生のために、公共交通利用の

アドバイス、公共交通とおでかけを組み合わせた機会づくり等、ひとり一人の

立場や目的の中でかしこく公共交通を利活用できる者を養成することによっ

て、地域を過度に自動車に頼る状態から、公共交通、徒歩等を含めた多様な交

通手段を適度に利用する状態へと少しずつ変えていく取り組み（以下「モビリ

ティ・マネジメント企画」という。）の市全域への波及と持続的な展開を目指

した、八幡浜市おでかけアドバイザー制度を実施することについて、必要な事

項を定めるものとする。 

（アドバイザーの認定） 

第２条 前条の趣旨を踏まえた知識と経験を持つ者等を、八幡浜市おでかけアド

バイザー（以下「アドバイザー」という。）に認定する。 

２ アドバイザーの運営並びに認定は、八幡浜市地域公共交通会議（以下「交通

会議」という。）が行う。 

３ アドバイザーは、公共交通の利活用について、次の各号に掲げる役割を担う

ものとする。 

⑴ 公共交通利用の助言をすること。 

⑵ 乗車体験企画を実施すること。 

⑶ その他会長が必要と認めること。 

（認定の対象者） 

第３条 アドバイザーの認定の対象となる者は、交通会議が実施する八幡浜市お

でかけアドバイザー養成講座を受講している者とする。 

（認定の申請） 

第４条 アドバイザーの認定を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、

八幡浜市おでかけアドバイザー認定申請書を交通会議に提出しなければなら

ない。 

（認定証の交付） 

../../../../../001%20条例、規則等の制定、改廃及び例規集/001%20法制執務/04%20八幡浜市要綱/【要綱】［平成３０年０５月２２日］八幡浜市地域エネルギービジョン策定業務プロポーザル審査委員会設置要綱［平成３０年０５月２２日］.doc
../../../../../001%20条例、規則等の制定、改廃及び例規集/001%20法制執務/04%20八幡浜市要綱/【要綱】［平成３０年０５月２２日］八幡浜市地域エネルギービジョン策定業務プロポーザル審査委員会設置要綱［平成３０年０５月２２日］.doc
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第５条 会長は、前条に規定する申請があった場合は、その内容を審査し、適当

と認めたときは、八幡浜市おでかけアドバイザー認定証（以下「認定証」とい

う。）を申請者に交付する。 

（任期等） 

第６条 任期は、認定証を交付した日から辞退の申出があった日又は次項の規定

により認定を取消した日までとする。 

２ 次の各号のいずれかに該当するときは、アドバイザーの認定を取り消すこと

ができる。 

⑴ アドバイザーとして相応しくない行為があったとき。 

⑵ アドバイザーの所在が不明となったとき。 

（守秘義務） 

第７条 アドバイザーは、職務上知り得た個人情報その他の秘密の情報を漏らし

てはならない。その職を退いた後においても同様とする。 

（委任） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、八幡浜市おでかけアドバイザー制度に関

し必要な事項は、交通会議が別に定める。 

附 則 

この要綱は、公布の日から施行する。 

 

 

認定証仮デザイン 
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年  月  日 

 

八幡浜市地域公共交通会議会長 様 

 

 

八幡浜市おでかけアドバイザー認定申請書 

 

 八幡浜市おでかけアドバイザー養成講座を受講しましたので、八幡浜市おで

かけアドバイザー制度実施要綱第４条の規定により、下記のとおり申請します。 

 

記 

 

申請者氏名 
（ふりがな） 

所属（任意） 
 

住所 
〒 

電話番号 
 

 

                                  

 

（事務局記入欄）八幡浜市おでかけアドバイザー養成講座の受講状況 

講座① 受講済 ・ 未受講 備考： 

講座② 受講済 ・ 未受講 備考： 

講座③ 受講済 ・ 未受講 備考： 

講座④ 受講済 ・ 未受講 備考： 
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 ②市街地のバス路線再編、停留所・公共交通総合案内版等の整備事業 

・事業１：八幡浜駅駅前バス乗り場の配置を見直し 

・事業２：市中心部のバス運行経路、及びバス停の名称と位置を見直し 

・事業３：主要施設や主要バス停における公共交通の案内を整備 

 

◎令和 6年度事業進捗報告 

1.市中心部バス運行経路の再編に向けた乗降調査の実施 

対象：「県八幡浜支局前（交通マップ㉗）」「銀行前（交通マップ㉖）」 停留所 

時期：令和６年８月８日（木） （7時～19時までの計 82便） 

方法：目視及びヒアリングによる利用状況の確認 

調査結果： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【宇和島バス】 

穴井線・三瓶線の市立病院方面と 

市内線（向灘と川之内の間を運行） 

が経由する道 

※市立病院から穴井・三瓶へ向かう

便や、伊予鉄南予バスの三崎線はフ

ジグラン北浜店前を経由 

 

 

運行経路の再編（案） 

全便フジグラン北浜店前を経由する 

 

目的 降車 乗車 備考

通勤 9 1

買い物 8 全員フジグランを利用

八日市 4

食事 1

その他 4 0 伊予銀行2名、用事2名

不明 3 0 フジグラン方面へ３名

合計 29 6

5

八幡浜市 
公共交通マップ 
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2．第２回バス事業者分科会の実施 

時期：令和 6年 8月 27日（火） 9時 30分～12時 

参加者：伊予鉄南予バス株式会社、宇和島自動車株式会社、八幡浜市政策推進課 

外部有識者：モビリティプロモーション 大野悠貴氏 

⑴第１回バス事業者分科会のおさらい 

⑵全体の確認事項 

・費用負担について 

・整備した施設の管理について 

・今後の予定 

⑶事業ごとの詳細を確認 

【市・事業者】費用積算、事業周知 

【市】当初予算要求 

 

 

◎令和７年度事業について 

●スケジュール 

令和７年 

4月  【市】当初予算成立 

      【市・事業者】事業周知 

5月  【市】工事業者選定（停留所・案内看板・待合環境整備） 

7月  【市】工事着手 

１１月 【市】工事完成（着手から最大 4か月程度） 

以降  駅前バスのりば運用開始 

新路線運用開始 

新バス停＋案内看板運用開始 
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③その他の取り組み 

 

事業８・９：利用促進策の推進、公共交通を身近に感じられる機会づくり 

事例１ 小学生を対象とした公共交通おでかけ教室の実施（8月 28日） 

 NPO法人やわたはま銀座バスケットが運営する夏休みの学童保育事業「休日子ども

クラブ」の社会教育プログラムとして、小学生（1～6年生の 18名）を対象に公共交通

を利用したおでかけ教室を実施。 

 

・公共交通座学（八幡浜市） 

・バス乗車体験（協力：宇和島自動車㈱） 

・八幡浜駅見学＆鉄道乗車体験（協力：JR四国） 

・タクシー乗車体験（協力：㈱すみれタクシー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 



14 

 

 

事例２ 双岩地区の乗合タクシー利用促進の取り組み 

双岩地区第二層協議体「福寿草」の外出体験企画ををきっかけに、「どうすれば地

域の移動手段を存続できるか」「便利にすることができるか」をテーマに、月 1回程度

集まって活動を継続。 

老人会での乗合タクシー利用方法の説明や地域での声掛けといった周知活動＋乗

合タクシーのダイヤ改善案を検討。 

→地区住民へ回覧で周知＆アンケートを実施→集計結果によって、ダイヤ変更 
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事業 15：交通事業者の担い手確保を支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和 6年度の申請状況（令和 6年 11月 20日時点）】 

①運転手を採用するための事業費補助：9社中 3社申請見込み 

②新たな運転手雇用にかかる奨励金：9社中 1社（1名）申請見込み 

 

【令和 7年度に向けた見直し】 

・交通事業者を対象としたアンケートを参考に条件等見直し 

・自家用有償旅客運送事業者への対象拡充 


